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本
市
は
、
転
入
者
よ
り
転

出
者
の
方
が
多
い
状
況
が

10
年
以
上
続
い
て
い
る
。
人
口

流
出
抑
止
の
た
め
子
育
て
支
援

や
仕
事
の
場
づ
く
り
も
必
要
不

可
欠
だ
が
、
本
市
へ
の
愛
着
や

誇
り
を
育
む
た
め
の
本
市
の
新

た
な
魅
力
Ｐ
Ｒ
、
魅
力
づ
く
り

が
必
要
だ
と
思
う
。

　
都
市
部
と
比
較
し
、
本
市
は

広
々
と
し
た
住
環
境
を
実
現
し

や
す
く
、
恵
ま
れ
た
気
候
や
自

然
が
魅
力
の
子
育
て
環
境
の
ほ

か
、
都
市
部
に
近
く
医
療
福
祉

環
境
に
恵
ま
れ
、
特
に
在
宅
医

療
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
、

家
で
の
看
取
り
ま
で
で
き
る
な

ど
魅
力
が
あ
る
。

　
本
市
で
の
３
世
代
家
族
の
近

居
や
同
居
の
魅
力
と
し
て
Ｐ
Ｒ 

し
、
本
市
出
身
者
が
結
婚
・
子

育
て
を
き
っ
か
け
に
戻
っ
て
く

る
後
押
し
や
、
３
世
代
家
族
の

移
住
を
す
す
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
近
年
、
移
住
が
活
発
化
し　

　
　
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
移

住
定
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
メ

デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
島
暮
ら
し

の
情
報
発
信
を
強
化
し
、
興
味

を
持
っ
た
方
々
へ
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
し
っ
か
り
取
り
組
み
、

議
員
提
案
の
３
世
代
家
族
の
近

居
や
同
居
を
、
移
住
相
談
者
へ

提
案
し
ま
す
。

問答

　
　
歴
史
的
文
化
財
や
史
跡
、

祭
り
や
盆
踊
り
な
ど
個
性

豊
か
な
文
化
が
あ
る
が
、
本
市

は
文
化
的
な
魅
力
の
ア
ピ
ー
ル

が
少
な
い
。
本
市
へ
の
愛
着
や

誇
り
を
育
て
、
定
住
や
縁
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
文
化
的
な

魅
力
の
Ｐ
Ｒ
が
必
要
で
あ
る
。

　
本
市
出
身
の
著
名
な
児
童
文

学
作
家
、山
下
明
生 (

は
る
お)

さ
ん
の
作
品
は
多
く
の
人
に
親

し
ま
れ
、
作
品
も
本
市
の
イ
メ

ー
ジ
に
合
致
す
る
。
作
品
を
活

か
し
た
新
た
な
魅
力
づ
く
り
を

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
本
市
の
文
化
的
な
魅
力
を

市
内
外
の
皆
さ
ま
に
発
信

す
る
た
め
に
は
、
ご
提
案
い
た

だ
い
た
郷
土
出
身
の
児
童
文
学

作
家
、
山
下
明
生
先
生
の
作
品

は
す
ば
ら
し
い
コ
ン
テ
ン
ツ
に

な
る
と
考
え
ま
す
。
定
住
や
縁

づ
く
り
を
進
め
る
き
っ
か
け

と
な
り
得

る
と
い
う

認
識
の
も

と
、
今
後
、

文
化
の
振

興
に
よ
る

魅
力
づ
く

り
に
取
り

組
ん
で
い

き
ま
す
。

定
住
や
縁
づ
く
り
の
た
め
の
文

化
的
な
魅
力
づ
く
り
は

問答

長坂　実子
移住定住促進の魅力化のため３世代ファミリーの
移住をすすめてはどうか
　　島暮らしの情報発信を強化し、移住相談者に提案する答

　
　
生
活
支
援
が
必
要
な
障
が

い
者
へ
の
具
体
的
な
支
援

は
。 

　
　
平
成
29
年
３
月
に
「
第
２

次
江
田
島
市
障
害
者
計
画
」

を
策
定
し
、
基
本
方
針
に
沿
っ

た
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。 

　
生
活
拠
点
別
と
し
て
、
主
に

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
、
居
住
支
援

系
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
系
サ
ー
ビ

ス
の
大
き
く
分
け
て
３
つ
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
そ
の
他

に
、
就
労
継
続
支
援
や
同
行
援

護
、
行
動
援
護
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
に
は
「
サ
ー
ビ
ス
等
利
用

計
画
」
を
個
人
ご
と
に
作
成
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
相
談
支
援
事
業
者
の
相

談
支
援
専
門
員
が
、
本
人
の
望

む
生
活
や
家
族
の
意
向
等
を
尊

重
し
な
が
ら
、
本
人
中
心
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
生
活
支
援
が
必
要
な
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
が
、
そ
の
障
が

い
の
特
性
や
生
活
の
実
態
に
応

じ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
確

実
に
利
用
さ
れ
、
地
域
で
生
活

が
で
き
る
支
援
体
制
を
は
か
っ

て
い
き
ま
す
。

 　
　
施
設
の
充
実
に
向
け
た
、

本
市
の
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

問答問

　
　
現
在
、
本
市
に
は
重
度
の

　
　
障
が
い
者
の
方
が
入
所
す

る
「
障
害
者
支
援
施
設
」
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
国
の
基
本
的
な
方
針

と
し
て
、
新
規
で
の
設
置
は
難

し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
困

難
な
重
度
障
が
い
者
の
方
に
と

っ
て
、
入
所
施
設
は
必
要
な
も

の
で
す
。そ
の
受
け
皿
と
し
て
、

よ
り
身
近
な
場
所
で
生
活
が
可

能
な
施
設「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」

が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
中

に
は
、
夜
間
だ
け
で
な
く
日
中

も
支
援
が
可
能
で
、
中
重
度
の

障
が
い
者
の
方
も
利
用
で
き
る

も
の
も
あ
り
、
現
在
、
本
市
に

新
た
な
施
設
設
置
を
進
め
て
い

る
事
業
者
が
複
数
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
障
害
者
支
援
施
設
に

つ
い
て
も
、
そ
の
役
割
は
大
き

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
仮
に
整

備
を
検
討
さ
れ
る
事
業
者
が
い

ま
し
た
ら
、
全
面
的
に
支
援
を

行
う
な
ど
、
適
切
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。 

　
関
係
機
関
か
ら
の
ご
意
見
等

を
お
聴
き
し
、
障
害
者
施
策
に

つ
な
げ
る
た
め
に
設
置
し
て
い

る
「
江
田
島
市
地
域
自
立
支
援

協
議
会
」
や
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど

を
踏
ま
え
て
、
次
期
計
画
に
盛

り
込
む
と
と
も
に
、
施
設
の
充

実
に
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。 

答

筧本　語
障がい者への支援および施設の状況の改善について 
　　障がい者の方が地域で安心して暮らせることを第一として、
　　施設の充実を含め、障がい者施策を進める 答

　
　
病
気
や
高
齢
に
よ
り
尿
漏

れ
パ
ッ
ド
や
紙
お
む
つ
を

使
用
す
る
人
が
、
安
心
し
て
外

出
や
避
難
で
き
る
よ
う
、
男
性

用
ト
イ
レ
の
個
室
に
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
取

り
組
み
が
全
国
的
に
進
ん
で
い

る
が
、
本
市
の
設
置
に
向
け
た

取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

　
　
本
市
の
公
共
施
設
は
、
市

民
セ
ン
タ
ー
や
交
流
プ
ラ

ザ
、
小
中
学
校
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
施
設
が
全
部
で
１
８
９
施
設

あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
多
目
的

ト
イ
レ
を
設
置
し
て
い
る
施
設

が
64
施
設
で
す
。
病
気
や
高
齢

な
ど
の
理
由
で
尿
取
り
パ
ッ
ド

や
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る

男
性
が
、
外
出
先
で
こ
れ
ら
の

汚
物
を
処
分
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
か
ら
公
共
施
設
の
男
性
用

ト
イ
レ
に
も
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
す
る
動
き
が
各
地

で
広
が
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

本
市
で
は
、
多
目
的
ト
イ
レ
の

一
部
を
除
き
、
男
性
用
ト
イ
レ

に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設

置
は
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

今
後
、
高
齢
者
福
祉
計
画
や
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど

に
基
づ
き
、
施
設
利
用
者
の
方

に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
な

が
ら
、
多
目
的
ト
イ
レ
の
な
い

施
設
へ
の
設
置
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

問答

　
　

保
護
者
の
就
業
形
態
に

よ
っ
て
は
、
早
朝
か
ら
の

児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
も
利
用
者

の
利
便
性
を
高
め
る
と
思
う

が
、
伺
う
。

　
　
県
内
の
状
況
と
し
て
、
早

朝
か
ら
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
開
所
し
て
い
る
市
町
は

存
在
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

従
っ
て
、
既
存
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
枠
組
み
で
対
応
す
る

こ
と
は
、難
し
い
と
考
え
ま
す
。

お
わ
り
に

　
児
童
ク
ラ
ブ
が
難
し
い
場
合

は
、
福
祉
保
健
部
で
実
施
し
て

い
る
「
江
田
島
市
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」
を

Ｐ
Ｒ
し
、
子
育
て
世
代
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
も
ら
い
た
い
と
強

く
要
望
す
る
。

※
江
田
島
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
行
う
事
業

は
、
子
育
て
の
援
助
を
し
て
ほ

し
い
人
（
依
頼
会
員
）
と
子
育

て
の
援
助
を
し
た
い
人
（
サ

ポ
ー
ト
会
員
）
が
会
員
と

な
っ
て
、
子
ど
も

の
預
か
り
な
ど
、

一
時
的
な
子
育
て

を
助
け
合
う
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
で
す
。

児
童
支
援
事
業
に
つ
い
て

問答

平川　博之
公共施設および避難所施設の利用促進について問う
　　施設利用者のご理解をいただき、多目的トイレのない施設へ
　　サニタリーボックスを設置する答

平本　美幸
江田島市の災害発生時の危機管理体制について
　　市民の生命、身体および財産を災害から守るため
　　適切に対応する答

　
　
災
害
前
の
対
応
と
被
災
時

お
よ
び
被
災
後
の
対
応
は
。

　
　
防
災
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
整

　
　
備
の
強
化
、
防
災
啓
発
活

動
、
避
難
誘
導
体
制
の
整
備
を

行
い
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の

防
災
協
働
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
災
害
時
に
は
被
害
の
軽
減

や
迅
速
か
つ
円
滑
な
応
急
対
策

を
実
施
し
、
被
災
後
は
早
期
復

旧
を
は
か
る
た
め
、
生
活
再
建

支
援
や
災
害
に
強
い
イ
ン
フ
ラ

の
再
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
避

難
情
報
発
信
が
聞
こ
え
づ

ら
い
。
そ
の
際
、
避
難
が
遅
れ

る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
対

策
は
。

　
　
大
雨
や
風
向
き
等
に
よ
り

内
容
が
聞
こ
え
づ
ら
い
こ

と
は
想
定
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
手
段
に
よ
り
確
実
に
伝
達

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す

（
防
災
行
政
無
線
・
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
緊
急
速
報
メ
ー
ル
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
Ｌ
ア
ラ
ー
ト
を
活
用

し
た
放
送
等
）。

　
　
災
害
発
生
後
の
対
応
と
し　

て
、
地
域
の
守
り
手
で
あ

り
、
現
場
の
最
前
線
で
地
域
社

会
の
安
全
・
安
心
を
守
る
地
元

建
設
業
者
と
の
協
力
関
係
は
で

き
て
い
る
の
か
。

問答問答問

　
　
日
常
的
な
管
理
を
し
て
い

る
県
道
お
よ
び
市
道
は
建

設
業
者
に
路
線
委
託
を
行
い
、

ま
た
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に

お
け
る
事
前
登
録
を
し
て
お

り
、
迅
速
か
つ
円
滑
な
協
力
体

制
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　
　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
の
対
応
は
。

　
　
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
た
め
災
害
応
急
対
策
業

務
を
最
優
先
し
ま
す
。

　
　

 

市
外
在
住
者
の
職
員
数
は
。

　
　
３
４
５
人
の
う
ち
68
人
で

す
。

　
　
勤
務
時
間
外
に
災
害
が
発

生
し
市
外
在
住
者
が
登
庁

で
き
な
い
場
合
の
市
の
体
制

は
。

　
　
各
自
が
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
き
配
備
体
制
を
と

り
ま
す
。参
集
人
数
に
応
じ
て
、

災
害
応
急
対
応
業
務
に
当
た
り

ま
す
。

お
わ
り
に

　
市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

の
た
め
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
、
災
害
に
負
け
な
い
市
の

体
制
づ
く
り
を
最
優
先
し
、
災

害
へ
の
備
え
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

答問答問答問答

山下明生先生の作品山下明生先生の作品


